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ドイツ初等教育における持続可能な開発のための
教育（ESD）の推進

─ ESD グローバル・アクション・プログラムの取り組み─

宮 野 純 次
（教育学科教授）

１ ．はじめに
ドイツにおける環境教育は，連邦政府が「環境

計画」（Umweltprogramm der Bundesregierung）
を発表した1970年代以降に本格的に展開されて
いる。そしてドイツ各州の教育政策を調整する
機関である常設各州文部大臣会議（KMK）の
決議「環境と授業」（Umwelt und Unterricht）
によって，1980年に環境教育が学校教育の内容
として正式に導入された。1970年代は環境教育
を学校へ導入するための会議や勧告の時代であ
り，1980年代は実践への移行期であった。しか
し1980年代の取り組みは，初歩的なものであり，
積極的に実践され展開されるのは，環境テーマ
の領域や教授原理を示す各州の環境教育に関す
る勧告や指針が出された1990年代に入ってから
である。

1990年代の初めには，「時代にあった一般教
育の部分」としての環境教育が求められるよう
になる。1992年のリオデジャネイロ国連環境会
議において，持続可能な開発のための教育

（ESD）の果たす役割の重要性が採択され，「ア

ジェンダ21」の第36章で明確にされている1）, 2）。
KMK は1997年の決議「授業と学校における

世界／第三世界」において，ESD という用語
の下で今日要約されているトピックを早い段階
で扱っている3）。

2000年代になると，ドイツでは，国際的な学
力調査（TIMSS，PISA）での低調な結果に対
する衝撃が大きく，児童生徒の学力向上を目指
した教育改革が進められた。初等教育において
理科教育や社会科教育などを担う事象教授

（Sachunterricht）では，2002年に学会版教育ス
タンダード（Perspektivrahmen Sachunterricht）4）

が出され，達成すべきコンピテンシー（Kom-
petenz）が明示された。さらに，2013年には，
改訂版5）も出された。

一方，KMK は2007年にドイツ UNESCO 委
員会との共同勧告「学校における ESD」6）を発
表している。その後，2015年には ESD の枠組
みにおける学習領域「グローバル開発」のため
のガイドラインを，翌年にはその拡大版7）を公
表し，2017年に報告「ESD の状況と展望につ

国際学力調査（TIMSS，PISA）の結果が与えた衝撃を契機に，ドイツでは，「コンピテンシー」
概念の導入，初等・中等教育の「教育スタンダード」の新設，大学入学試験の基準の改訂など，児
童生徒の学力向上を目指した教育改革が進められている。その際，初等教育においては，持続可能
な開発のための教育（ESD）に関するグローバル・アクション・プログラムも重視され，構想・展
開されている。ESD は，社会を持続可能な開発へと方向づけるための変革的な教育である。本研
究では，先進的な取り組みが見られるドイツにおいて，初等教育に焦点を当て，ESD に関するグ
ローバル・アクション・プログラム（GAP）の構想と展開について明らかにした。

キーワード： ドイツ初等教育，持続可能な開発のための教育（ESD），ESD グローバル・アクショ
ン・プログラム
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いて」8）で包括的に概観している。ESD が，一
層重視され，具体的に構想・展開されてきてい
る。

本研究では，ドイツ初等教育における ESD
の推進に関して，グローバル・アクション・プ
ログラムの取り組みに焦点を当て明らかにする。

２ ．ESD の枠組みにおける学習領域「グロー
バル開発」
KMK は1997年の決議「授業と学校における

“世界 / 第三世界”」（“Eine Welt/Dritte Welt”
in Unterricht und Schule）9）において，ESD と
いう用語の下で今日要約されているテーマを早
い段階で取り上げている（表 １ 参照）。

そして，2007年に KMK はドイツ UNESCO
委員会との共同勧告「学校における ESD」

（Bildung für nachhaltige Entwicklung in der 
Schule）を発表している。この勧告では，ESD
を考慮した学校への転換とそれを支援する枠組
みが具体的に示されている11）。

表 １　ESDに繋がる重要なテーマ領域 10）

○“世界／第三世界”における異なる開発の自
然地理学的，人口統計学的，経済的，生態学
的要因

○流動的な農業構造，地球の食糧基盤，所有権
とその結果；農村の流出と都市化の問題

○異なる経済地域（開発途上国と先進国）間の
経済関係の発展と形成；世界経済秩序と資源
問題

○歴史的，社会的，政治的，文化的，宗教的発
展要因

○社会の発展，例えば家族，女性，子ども及び
若者；仕事と雇用；基本的要求の保障

○グローバルな観光の意味と結果，メディア普及，
宣伝，新たに地域の生活環境へのグローバル
な影響

○危機と武力紛争
○移民の問題
○従来の開発戦略，その出来事と問題
○国際連合等の国際機関の活動
○人権条約及びその他の国際協定
○ドイツ連邦共和国と欧州連合（EU）の開発協

力
○開発問題における非政府組織の役割
○先進国やグローバルな関係における構造変化

に対する議論の始まり
○外国文化の学習

持続可能性の意味において，すべての人々が
自分の住んでいる世界をよりよく理解し，変革
する手助けとなるような教育ビジョンが策定さ
れている。特に，グローバリゼーション，経済
発展，消費，環境負荷，人口の増加，健康と社
会的行動との間にある複雑な関係を理解するこ
とに繋がる内容である。ESD に関する総合的
で学際的な教育ビジョンが示され，地球の持続
可能な未来にとって重要な知識や行動可能性が
規定されている。

ESD の構想においては，児童生徒がグロー
バルな観点，民主主義の原理と文化的多様性を
考慮して，生態学的に問題なく，経済的に実行
可能で，社会にとっても相応しい環境について
主体的に考える能力を育成することが目指され
ている。

その後，2015年に KMK は連邦経済協力開発
省（BMZ）と協力して，ESD の枠組みにおけ
る学習領域「グローバル開発」のためのガイド
ライン（Orientierungsrahmen für den Lern-
bereich Globale Entwicklung im Rahmen einer 
Bildung für nachhaltige Entwicklung）を，翌
年の2016年には第 ２ 版の拡大版を公表している。
これは，「国連持続可能な開発のための教育の
10年」に続く国家戦略「プロジェクトから構造
へ」に貢献し，「ESD グローバル・アクショ
ン・プログラム」と「国連のポスト2015アジェ
ンダ」が考慮された内容になっている12）。

そして，KMK は2017年の報告において，ド
イツ各州の ESD の状況について概観するとと
もに各州における ESD に関連する教員養成に
も言及している13）。

KMK と BMZ の協力により作成された ESD
の枠組みにおける学習領域「グローバル開発」
のためのガイドラインの具体的な内容に入る前
に，2017年の KMK の報告に基づいて，ドイツ
各州の ESD の状況について概観する。

３ ．KMK報告「ESDの状況と展望について」
（2017年）
⑴　各州におけるESDの状況１4）

2017年の KMK 報告では，ESD は各州の一
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般学校の教育計画に見られること，そして今後
の改訂においても考慮されるべきことであると
記されている。その際，学習領域「グローバル
開発」を構成するコンピテンシーまたはガイド
ラインの構想に従って，ESD に関連するコン
ピテンシーの記述とともに ESD に典型的な内
容と（キー）テーマが示されている。

詳しく見ると，州により ESD の規定の仕方
に違いが見られる。例えば，①すべての科目や
横断的なテーマの形式においてプロセスや内容
に関連するコンピテンシーの指針，②教科横断
的なコンピテンシー開発の一部，または，③授
業の基本的な方向づけ，など ESD のアプロー
チには大きな幅がある。加えて，幾つかの州で
は，ESD の規定が個々の教科（例：事象教授，
地理，生物，物理）に内在し明確に示されるア
プローチがある。さらに，幾つかの州では，
ESD の枠組みにおける学習領域「グローバル
開発」のためのガイドラインが，グローバルな
視点に関して特別な役割を果たしている。
⑵　各州におけるESDに関連する教員養成１5）

大部分の州において，教員養成の第 １ 段階，
第 ２ 段階ともに，ESD はさまざまな方法で規
定されている。

まず第 １ 段階では，例えば大学が主体的に実
施する枠組みに基づいて，教科の学習カリキュ
ラムで習得するコンピテンシーが横断的に統合
される。教科やテーマに関連して個々の教科

（例：事象教授，自然科学，地理，経済），並び
に教育科学の学習の枠における統合である。そ
の際，ESD は横断的な問題，または横断的な
コンピテンシーとして理解される。教員養成の
第 １ 段階に ESD が含まれることにより，ESD
に類似したプロジェクト活動やイベントについ
ても補完される。

第 ２ 段階でも同様に，ESD は主に横断的な
課題やコンピテンシーとして理解されている。
教科横断的な教育課題の文脈において，教員養
成の全科目または ESD に類似した科目に内在
する構成要素である。場合によっては，すべて
の教育計画のセミナーにおいて ESD は規定さ
れ，その研修において統合される。また，プロ

ジェクトから発展して，選択したモジュールや
イベントの枠組みの中で，新たな資格の提供や
専門家としての資格も認定される。

４ ．ESDの枠組みにおける学習領域「グローバ
ル開発」のためのガイドライン（2016年版）
学習領域「グローバル開発」の分野における

包括的な教育目標は，個人の生活と職業生活の
持続可能な開発，社会への参加，グローバルな
視点での共同責任としての基本的なコンピテン
シーを獲得することにある。

ガイドラインでは，11のコアコンピテンシー
を「認識─評価─行動」の領域（表 ２ 参照）に
指定し，教科に関連する（サブ）コンピテン
シーを学習領域に関連づけている。

表 ２ �　学習領域「グローバル開発」のコアコンピテン
シー16）

　児童生徒は，以下のことができる。

認
　
　
　
識

１ ．情報の取得と処理
グローバリゼーションと開発の問題に関す
る情報を取得し，トピックに関連してそれ
らを処理する

２ ．多様性の認識
１ つの世界における社会文化や自然の多様
性を認識する

３ ．グローバル変化の分析
持続可能な開発のモデルを使用したグロー
バリゼーションと開発のプロセスを専門的
に分析する

4 ．行動レベルの区別
開発プロセスのそれぞれの機能において，
個人から世界レベルまでの行動レベルを認
識する

評
　
　
　
価

5 ．視点の変化と共感
生活様式の意味において，自国と外国の価
値指向を認識し，評価し，省察する

６ ．批判的な省察と意見
批判的な省察を通してグローバリゼーショ
ンや開発の問題について立場を明らかにす
る，その際に国際的な合意形成，持続可能
な開発のモデルや人権を考慮する

７ ．開発対策の評価
さまざまな利害関係や枠組みの条件を考慮
して，開発対策を評価するための手がかり
を開発し，適切な評価に到達する



─ 72 ─

ドイツ初等教育における持続可能な開発のための教育（ESD）の推進

ような 5 つの指針によって特徴づけられる18）。
①持続可能な開発のモデルに向けた方向づけ
②さまざまな行動水準での開発プロセスの分析
③多様性への対応
④視点を変える能力
⑤文脈や実生活への方向づけ

５ ．基礎学校における学習領域「グローバル開
発」
⑴　基礎学校における学習領域「グローバル開
発」のテーマ
基礎学校における学習領域「グローバル開

発」のテーマは，次のような ３ 領域である19）。
① 自分の生活空間における社会文化的・自然

的多様性
② 他の国や社会における社会文化的・自然的

多様性
③ 自分の世界と社会のグローバルなネット

ワーク
これらのテーマは，児童がグローバル化した

世界に住むために必要とされるコンピテンシー
によって決定される。その際，持続可能な開発
のモデルに対して年齢に相応しい方向性で実現
される。子どもたちが自分の将来の能力や平和
で連帯した共存のために，何ができるかについ
て最初の話し合いが行われる。

第 4 学年の終わりまでに習得されるべきサブ
コンピテンシーは，これらの主要な内容と明確
に結びついている。特に，以下の内容が関係し
ている20）。
①共存と持続可能な社会への貢献

この内容は，学校，家族，近所での基礎学校
カリキュラムのすべてのテーマ別の記述に関係
する（すべての人生の歩みと家族，ゲーム，競
争状況と紛争，公正な行動，男の子と女の子の
関係，言語，宗教，祭り，歌，演劇，ダンス，
栄養，遠足や探検）。
②外国における生活
・地球儀や世界地図上でのオリエンテーション
・ 外国の子どもたちが遊ぶ方法を見つける，学

ぶ，生きる，祝う。
・人々が外国で生活し，働く方法を探る。

表 ３　学習領域「グローバル開発」のテーマ領域17）

１ ．価値観・文化・生活環境の多様性：多様性
とインクルージョン

２ ．宗教・倫理モデルのグローバル化
３ ．グローバリゼーションの歴史：植民地主義

からグローバル村へ
4 ．世界中からくる商品：生産，貿易，消費
5 ．農業と食料
６ ．健康と病気
７ ．教育
８ ．グローバル化されたレジャー
９ ．天然資源・エネルギー生産の保護と利用
10．技術進歩の機会と危険性
11．地球環境の変化
12．モビリティ，都市開発と交通
13．経済と仕事のグローバル化
14．人口動態の構造と発展
15．貧困と社会保障
16．平和と紛争
17．移行と統合
18．政治による統治，民主主義と人権（良い統

治）
19．開発協力とその機関
20．グローバルガバナンス─世界秩序政策
21．グローバルな文脈でのコミュニケーション

行
　
　
　
動

８ ．連帯と共同責任
人と環境に対する個人的な共同責任の領域
を認識し，課題として受けとめる

９ ．理解と紛争解決
コミュニケーションや協力により，社会文
化的な利害に基づく障壁を克服し，紛争解
決に貢献する

10．グローバルな変化への行動力
特に個人や職業の領域において，偏見なく，
変革に向け複雑なことを適切に解き明かす
ことによって，グローバルな変化への社会
的な行動力を確かなものにし，オープンな
状況で不確実なことに対応する

11．参加と共創
個人，学校，職業の領域において １ 人前の
判断に基づいて，持続可能な開発の目標を
追求し，社会や政治のレベルに置きかえて
参加する

また，表 ３ に示すように，コンピテンシーは，
学習領域「グローバル開発」に関連する21の
テーマ領域に関する学習プロセスにおいて獲得
されることが目指されている。これらの目標を
達成するための教授学的なアプローチは，次の
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・さまざまな生活様式を知り，尊重する。
・都市と田舎での生活
・世界の繁栄と貧困
・動物，植物と景観
③ こことどこか別の場所とのネットワーク化：

将来に対する責任の共有
さらに，グローバルな生活環境のネットワー

ク化と環境問題への取り組みが重視される21）。
・気候変動：原因，結果，行動の可能性
・エネルギーを産出する別の方法
・世界中から常に届く商品
・生物多様性，森林，自然の地域の破壊と保護
・生命の源としての水
・人間と子どもの権利

また，就学前の幼稚園段階においても，早い
段階でダイナミックな世界的な変化と急速な変
化に対応する必要性について記されている22）。
例えば，具体的な内容の選択は，「社会的に近
いこと」から決められる。グローバルな開発の
分野では，知識の伝達よりも，プロジェクト，
ロールプレイングゲーム，出会いにおける行動
指向の学習プロセスが重視されている。

⑵　基礎学校「第 ４学年」のサブコンピテン
シー
ガイドラインのコアコンピテンシーに関連す

る基礎学校「第 4 学年」のサブコンピテンシー
は，表 4 に示すとおりである。

各テーマ領域におけるテーマ例と関連するサ
ブコンピテンシーは，表 5 に示すとおりである。
これらのテーマ例は，内容の優先順位ではなく，
学習領域のコンピテンシーを獲得するための
テーマになっている。

また，表 ６ に示している授業の例では，学習
領域「グローバル開発」のコアコンピテンシー
１ ， ２ ， 5 ， ８ ，および ９ が促進される。一覧
表に挙げられる ３ つの要求段階は，能力評価と
児童へのフィードバックの観点でレベルが記載
されている。より高い要求段階は，本質的によ
り高い自主性の程度を反映している。

初等教育における学習領域「グローバル開
発」では，一体化することが最も重視されてい
る。事象教授，ドイツ語，芸術を関連する １ つ
の問題としてテーマを示し，異なる学年で教育
することができる。Ｅメール通信の可能性はま

表 ４　基礎学校「第 ４学年」のサブコンピテンシー23）

児童は，以下のことができる。

コアコンピテンシー 第 4 学年のサブコンピテンシー

認
　
　
　
識

１ ．情報の取得と処理
グローバリゼーションと開発の問題に関
する情報を取得し，トピックに関連して
それらを処理する

1. 1　ドイツや外国の子どもとその家族の生活環境に関す
る情報を提供された情報源から取得し，処理する
1. 2　ドイツや外国における現在の出来事のニュースや写
真を適切な支援を受けて毎日のメディアから取得する
1. 3　開発の問題に関する簡単な表とグラフを作成し，比
較する

２ ．多様性の認識
１ つの世界における社会文化や自然の多
様性を認識する

2. 1　社会文化的条件に応じて，外国の子どもとその家族
の違いや類似した生活環境を認識し，記述する
2. 2　自然の状況に応じて，外国の子どもとその家族の違
いや類似した生活環境を認識し，記述する

３ ．グローバル変化の分析
持続可能な開発のモデルを使用したグ
ローバリゼーションと開発プロセスを専
門的に分析する

3. 1　社会的・経済的状況に照らして，子どもの生活環境
の変化を分析する
3. 2　自然の状況を考慮して，子どもの生活環境の変化を
分析する

4 ．行動レベルの区別
開発プロセスのそれぞれの機能において，
個人から世界レベルまでの行動レベルを
認識する

4. 1　それぞれの生活環境に応じて，願いと実現の可能性
を認識する
4. 2　子どもたちの願いと，さまざまな国での実現の可能
性を比較する
4. 3　年齢に応じた消費者向け製品については，生産から
購入までのコースを検討し，提示する
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表 ５　各テーマ領域におけるテーマ例とサブコンピテンシー24）

テーマ領域 テーマ例 サブコンピテンシー

１ ．価値観・文化・生活環
境の多様性：多様性とイン
クルージョン

私たちや他の国の子どもたちはどのよう
に生活していますか ?
キリスト教とイスラーム
我が国及び発展途上国における児童労働

1. 1, 2. 1, 2. 2, 4. 1, 4. 2, 5. 1, 5. 3, 
8. 1, 9. 1, 9. 2
1. 3, 2. 1, 3. 1, 4. 2, 5. 1, 5. 2
1. 2, 2. 1, 3. 1, 5. 3, 6. 1, 6. 2, 7. 1, 
7. 3, 8. 1, 10. 1

4 ．世界中からくる商品： ココアとチョコレート 1. 1, 1. 3, 4. 3, 7. 1, 7. 2, 7. 3, 8. 2, 

コアコンピテンシー 第 4 学年のサブコンピテンシー

評
　
　
　
価

5 ．視点の変化と共感
生活様式の意味において，自国と外国の
価値観を認識し，評価し，省察する

5. 1　よく知らない価値観を扱うことで，自分の価値観を
明確にし，自分の意見を表現する
5. 2　自分の歴史的ルーツとこれまで馴染みのないところ
の価値観を調べて比較する
5. 3　問題のある生活環境に対する解決策を提案する場合，
基礎となる枠組みの条件と価値を考慮する

６ ．批判的な省察と意見
批判的な省察を通してグローバリゼー
ションや開発の問題について立場を明ら
かにする，その際に国際的な合意形成，
持続可能な開発のモデルや人権を考慮す
る

6. 1　紛争事件に関する独自の意見を形成する：原因は何
ですか ?　誰が自分のことしか考えていないのですか ?　
不公平とは何ですか ?　何が公平ですか ?
6. 2　ケーススタディに基づいて侵害されている子どもの
権利について調べ，コメントする

７ ．開発対策の評価
さまざまな利害関係や枠組みの条件を考
慮して，開発対策を評価するための手が
かりを開発し，適切な評価に到達する

7. 1　管理しやすい開発措置について持続可能な，あるい
は持続不可能と評価する
7. 2　自然利用の例について持続可能な，あるいは持続不
可能と分類する
7. 3　開発対策と自然空間の利用に対する異なる関心を認
識し，評価する

コアコンピテンシー 第 4 学年のサブコンピテンシー

行
　
　
　
　
為

８ ．連帯と共同責任
人と環境に対する個人的な共同責任の領
域を認識し，課題として受けとめる

8. 1　私たちや世界の他の地域の子どもたちの困難な生活
環境の知識から連帯感をうみだす
8. 2　環境に配慮した行動を重要で意義のある環境で行う

９ ．理解と紛争解決
コミュニケーションや協力により，社会
文化的な利害に基づく障壁を克服し，紛
争解決に貢献する

9. 1　他の子どもたちと共同で行動する計画を立てる
9. 2　他の言語の子どもたちとの交流とコミュニケーショ
ンを求める
9. 3　学校またはクラスのパートナーシップの枠組みの中
で，それぞれ貢献し交流に参加する

10．グローバルな変化への行動力
特に個人や職業の領域において，偏見な
く，変革に向け複雑なことを適切に解き
明かすことによって，グローバルな変化
への社会的な行動力を確かなものにし，
オープンな状況で不確実なことに対応す
る

10. 1　問題のある生活状況に対するソリューションを開
発し，ロールプレイングゲームなどで重要なチェックを
行う
10. 2環境にとって健全な自分の行動に対するアプローチ
を開発し，説明する

11．参加と共創
個人，学校，職業の領域において １ 人前
の判断に基づいて，持続可能な開発の目
標を追求し，社会や政治のレベルに置き
かえて参加する

11. 1　認識された社会的苦情に対して行動し，それらを
説明する
11. 2　環境問題の解決への貢献を提案し，説明する
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生産，貿易，消費
パキスタンからのサッカー

10. 1, 10. 2, 11. 1, 11. 2
1. 1, 1. 2, 2. 1, 3. 1, 4. 3, 6. 2, 8. 12, 
10. 1, 11. 1

5 ．農業と食料 生命の源としての水 1. 3, 2. 2, 3. 2, 5. 3, 6. 1, 7. 1, 7. 2, 
8. 2, 10. 1, 10. 3, 11. 2

６ ．健康と病気 赤ちゃんの栄養 1. 1, 2. 1, 3. 1, 4. 3, 6. 1, 7. 1

７ ．教育 自国と他国の学校 1. 1, 2. 1, 3. 1, 4. 2, 5. 3, 6. 2, 9. 2

８ ．グローバル化されたレ
ジャー

他の国での休暇 2. 1, 2. 2, 4. 1, 5. 1, 7. 3, 8. 2, 9. 2

11．地球環境の変化 熱帯雨林の大気汚染，気候変動，破壊 1. 2, 2. 2, 3. 2, 5. 3, 6. 1, 7. 2, 7. 3, 
8. 2, 10. 1, 10. 2, 11. 2

13．経済と仕事のグローバ
ル化

道路上のＴシャツ 1. 3, 4. 1, 4. 3, 6. 1, 7. 1, 7. 3, 8. 2, 
10. 1, 11. 1

16．平和と紛争 逃走中の子どもたち 1. 2, 2. 1, 6. 2, 8. 1, 9. 2, 10. 1

18．民主主義と人権 子どもたちは権利を持っている：子ども
に関する世界サミット

2. 1, 3. 1, 4. 2, 6. 2, 6. 3, 8. 1, 10. 1

19．開発協力とその機関 ユニセフのグローバルな仕事 2. 1, 3. 1, 4. 2, 8. 1, 11. 1

21．グローバルな文脈での
コミュニケーション

グローバル・サウスの子どもたちとのＥ
メールの連絡先

1. 1, 2. 1, 2. 2, 4. 2, 5. 1, 9. 2, 9. 3

表 ６　学習領域「グローバル開発」のコアコンピテンシーの各要求段階25）

特別の
コンピテンシー

教科のコン
ピテンシー 要求段階 １ （最小） 要求段階 ２ 要求段階 ３ （最大）

児童は，以下のことができる。

通学路についての
情報を得る

1. 1
2. 1
2. 2

通学路に関する基本情
報の手引きを手に入れ，
表現する

広範囲に自主的に，通
学路に関する重要な情
報を手に入れ，適切に
表現する

自主的に通学路に関す
る詳細な情報を手に入
れ，適切に明確に表現
する

それぞれの子ども
や自分自身のさま
ざまな通学路の特
徴を振り返り，コ
メントする

5. 1
5. 3

自分自身や他の子ども
たちに関連するさまざ
まな通学路について，
適切に支援し考える

広範囲に自主的に，自
分自身や他の子どもた
ちに関連するさまざま
な通学路について考え，
明確に表現する

自分自身や他の子ども
たちに関連するさまざ
まな通学路について明
確に考え，相応しいコ
メントを書く

通学路の特徴を把
握し，自分自身や
他の子どもたちに
対するその意味を
追体験し，芸術的
に構成する

8. 1
8. 2

さまざまな通学路の長
所と短所に関する手引
きのもとに話し合い，
芸術的に構成する

広範囲に自主的に，さ
まざまな通学路の長所
と短所について話し合
い，その意味に共感し
芸術的に構成する

さまざまな通学路の長
所と短所について自主
的に（例えば，小グ
ループで）学校の子ど
もたちのためのその意
味について話し合い，
その体験を芸術的に表
現する

Ｅメールによる教
育プロジェクトの
交流に積極的に関
与する

9. 2
9. 3

他のプロジェクト参加
者とデジタル交流を行
う

広範囲に自主的に，プ
ロジェクト参加者との
デジタル交流を適切に
行う

自主的に適切にプロ
ジェクト参加者とＥ
メールでコミュニケー
ションを図る
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た，国境や大陸を越えて小学生が一緒に学習す
ることを可能にする。学習領域「グローバル開
発」で最も重要なコンピテンシーの １ つである
視点の変化に焦点を当て，重要な学習・体験の
場として通学路が取り上げられている。

子どもたちは学校に歩いて １ 人で来るか，連
れ立ってくる。或いは自転車，バスや地下鉄，
自動車に乗ってくる。その際，通学路でいつも
新しいことを経験したり，異なる風景や街の景
色を見たり，非常に異なる刺激や危険にさらさ
れる。授業を進めるために，クラス数，制限時
間，他の学校との交流や調整，Ｅメールの交換
に関する技術面が明確にされている26）。

ステップ １ ：自分の通学路
全児童は，通学路を探求し，振り返る：通学

時間はどれくらいですか ?　学校に行く方法
は ?　通学路で何を見ますか ?　通学路で，ど
んな日常の出来事や特別な出来事を経験します
か ?　特に通学路のどんなところが好きです
か？　好きでないのはどんなところですか ?　
特別な匂いや音はありますか ?　特に注意しな
いといけないような危険はありますか ?

各児童は通学路の絵を描いたり，短い文章で
説明したりする。

ステップ ２ ：通学路の絵の交流
すべての絵や文章による説明の中から，児童

は典型的な通学路には何があるかを選択する。
選択された絵や説明は，Ｅメールでプロジェク
トに参加しているすべての学校・クラスへ送信
される。このように，すべての児童はさまざま
な通学路に関する多様な情報を手に入れる。

ステップ ３ ：通学路のコメント
その後，児童は他の学校・クラスの通学路の

絵にコメントするとともにいくつかの通学路を
比較する。児童は特に目立つことや面白いと思
うこと，一風変わったことについて議論し，書
き留める（後で絵や説明のコメントを区別でき
るように，いい点については色を変えて）。

児童はまたさまざまな通学路が自分たちの生
活にどのように影響するか，どんな通学路が生
活にどのように影響するか，についても検討す
る。その際，例えば両親の車で毎日通学する場

合の環境問題についてもロールプレイできる。
児童のコメントはクラス毎にまとめられ，参

加校すべてにＥメールで送信される。
ステップ 4 ：絵や説明の創造的な編集
この段階で，参加クラスには通学路の情報を

サイコロの目（40cm×40cm）に芸術的に形づ
くるという課題が出される。各側面には通学路
の特別なマーク（建物，木など），危険点，頻
繁に遭遇する人や動物，最も美しい場所，そう
でない場所など，割り当てることができる。自
分のクラスも含めてプロジェクトに 5 つのクラ
スが参加する場合には，30の側面が完成する。

６ ．おわりに
ドイツにおいて，ESD は各州の一般学校の

教育計画に見られるとともに，その後の改訂に
おいても考慮されている。また，教員養成にお
いても大部分の州において規定され，横断的な
課題やコンピテンシーとして理解されている。
そして，セミナー研修等も実施されている。

ドイツ初等教育における ESD グローバル・
アクション・プログラムへの取り組みは，ESD
の枠組みにおける学習領域「グローバル開発」
のためのガイドライン（2016年版）にあるよう
に，コアコンピテンシーが指定され，教科に関
連する（サブ）コンピテンシーがその学習領域
に関連づけられている。児童がグローバル化し
た世界に住むために必要とされるコンピテン
シーによって，これらのテーマは決定される。
通学路の課題設定に見られるように，関連する
１ つの問題としてテーマを示し，視点の変化な
ど重要なコンピテンシーの学習・体験の場が構
想されている。持続可能な開発のモデルに対し
て，年齢に相応しい方向性で実現されようとし
ている。
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